
1



2



3



(ノート部記載なし)
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計測事業の約５０％を占めるモバイル計測事業が、引き続き業績を牽引
しました。成長ドライバーは、ＬＴＥ方式の開発需要、スマートフォン（スマ
ホ）の開発、製造の各用途市場、周波数再編や接続品質改善の無線ネッ
トワークの整備化投資です。

一方で、市場別、顧客別によって投資動向、投資規模に大きな変化や差
違が見られるようになってきました。
２０１２年度と同様に、ＬＴＥ開発用途、端末の開発、製造の各市場とも活
発な動きが見られたのは、北米市場、アジア市場でした。それに比して、
日本市場のスマートフォンベンダー、オペレーターはともに、前年同期比
で設備投資を大きく縮減しました。

産業機械事業は、日本市場、北米市場を軸に堅調に推移しました。
その他事業の情報通信事業は、公共投資予算の執行に関わる要素が

大きいため前年同期と同様の水準でした。
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受注高は、前年同期比５％増加の２５３億円でした。

売上高は、前年同期比４％増加の２２４億円でした。海外の顧客対応の
ための体制を拡充したため、その関連の費用が増加したこと、くわえて海
外グループからの調達費用が円高修正（円安）によって増加したため、
営業利益は前年同期比３８％減少の２５億円となりました。税引前利益
は、円安に伴う為替差益が金融費用を上回り、２７億円となりました。四
半期利益は前年同期比３６％減少の１６億円でした。包括利益は、在外
営業活動体の為替換算差額１０億円を計上した結果、前年同期比６２％
増加の２７億円となりました。



計測事業の受注高は、前年同期比４％増加の１９６億円でした。産業機
械事業の受注高は、前年同期比２１％増加の４０億円でした。グループ
全体としても前年同期比５％増加の２５３億円でした。

計測事業の第１四半期の受注高は、前年同期を上回る水準を確保しまし
たが、堅調な北米市場、アジア市場の受注が日本市場の落込みを補う
結果となりました。２０１２年度第１四半期の日本市場でのモバイル関連
の設備投資が活発であったこともあり、前年同期と比較して、市場別の
受注動向は大きな変化となりました。

産業機械事業は、日本の大手食品メーカーの設備更改需要に堅調さが
みられます。
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計測事業は、前年同期比５％の増収の売上高１７８億円となり、営業利
益２７億円、営業利益率１５．２％でした。

計測事業の営業利益率１５．２％の水準については、円高修正（円安）に
伴う増益要因はあるものの、海外顧客に対応するためのローカル体制の
拡充に関連した人員と費用の増加が円安要因を上回った結果であり、こ
れらの戦略投資は先行投資となっています。

産業機械事業およびその他事業ともに、売上高、営業利益は前期並
みの水準でした。



四半期単位の利益率は、市場ミックス、事業ミックス、プロダクトミックス、
季節変動などにより変動します。なお、第１四半期の２０１３年度通期計
画に占める進捗率は、売上高で２２％、営業利益で１５％でした。
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地域別の売上高構成比率に占める日本市場の割合は、２０１２年度通期
の３７％、同第１四半期の３９％から、２０１３年度第１四半期は２２％まで、
大きくシェアを低下させました。日本市場での売上高は前年同期比で４
２％の減収となりました。

これは、日本の有力なプレイヤーによる、事業再編およびスマホ開発体
制の縮小や製造ラインの設備投資抑制による影響です。一方で、米州市
場はＬＴＥ関連の開発需要が引き続いて伸長しました。アジア市場ではＬ
ＴＥ開発用途およびスマホ製造市場の両面で動きが見られるなど、前年
同期比で増加しました。

10



11

営業キャッシュフローは、年度始めの第１四半期という季節的要因もあり、
売上債権の回収が進み、税引前利益の増加もあり、４４億円の資金獲得
となりました。営業キャッシュフロー・マージンは１９．５％となりました。

投資キャッシュフローの設備投資１３億円のうち、主なものは福島県郡
山市における新工場建設のための費用8億円です。なお新工場は、２０１
３年７月初旬に稼動しました。

その結果、フリー・キャッシュフローは２９億円の資金獲得となりました。

財務キャッシュフローの２０億円の資金流出のうち、主なものは配当金の
支払い１８億円です。これは、前年度の期末配当、１株あたり１２円５０銭
の支払い分です。

以上の結果、現金同等物期末残高は、期首残高より１５億円増加の３９１
億円となりました。



２０１３年度の通期業績の見通しは、４月２５日に発表した計画と変更は
ありません。

下記のとおり、現下の状況は年初計画の前提とは異なる要素もあります
が、年初計画の達成に向けて、組織を挙げて取組んでいく所存です。

アンリツグループの業績を牽引しているモバイル計測事業のメガトレン
ドに大きな変更はありません。しかし外部環境とりわけ顧客の競争地位
や投資姿勢は、刻々と変化しています。ＬＴＥ方式の開発と普及に係わる
投資は、引き続き一層の拡大が見込まれます。とくに今期は中国でＴＤＤ
－ＬＴＥのサービスが始まることが期待されます。スマートフォンの普及は、
米国、日本、欧州などの高価格帯のハイエンド・スマホ市場の成長率が
鈍化する一方、中国、インドそして新興国では中価格帯、低価格帯のス
マホ市場が急速に拡大しています。拡大する市場がある一方で、日本の
顧客の想定以上の投資抑制や新たな事業再編報道があるなど、日本市
場では苦戦を強いられています。

このように成長市場といえども、市場と顧客の動向が目まぐるしく変化し
ているのが実態です。外部環境の変化はアンリツの事業リスクでもあり
チャンスでもあります。アンリツは、このような市場変化に的確にスピー
ディに対応し、適切な施策と投資を行うことで、事業リスクを成長機会へ
と結び付けていきます。
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次のスライド以降で、ＬＴＥ開発市場をめぐる最新動向について紹介しま
す。

私どもの計測事業の成長ドライバーについてのご理解の一助になれば
幸いです。

株主・投資家のみなさまのご支援とご協力をお願いして、２０１４年３月期
第１四半期の業績報告とします。
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